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はじめに
これまでに 著者らはアメリカフウロ 以後 の乾燥物や生草の土壌, ( L.; Gc)Geranium carolinianum

混和処理が青枯病や植物放線菌病の防除に有効であることを明らかにした 。さらに本植物に
1 5)～

(Ethyl gallate; EG)含有される抗菌成分の一つをポリフェノールの一種である没食子酸エチル 以後

と同定した 。そこで の青枯病菌や植物病原放線菌に対する抗菌性および の土壌中にお
6) , EG EG

ける青枯病菌に対する効果を検証することを目的として研究を行った。

材料および方法
の抗菌活性1)EG
と をメタノールに溶解させ 所定濃度 表 に調整し その溶液をペーパーデEG Streptomycin(St) , ( 1) ,

ィスクに含ませた。それらペーパーディスクは 真空デシケーター内で溶媒を留去した後に 被, ,
検菌を接種したジャガイモ半合成培地の中心部においた。シャーレは ℃で 日間培養した。25 5
試験は 反復で行った。5
（供試菌株）

〔 〕ジャガイモ青枯病菌 沖縄県農業研究センター保存株： Ⅲ Ⅳ の等量混合液biovar N2, , (10 cfu/ml)5

: JCM 7914, JCM 7913,ジャガイモそうか病菌 Streptomyces scabies S. acidiscabies
IFO 16080S. turgidiscabies

の土壌中における青枯病菌殺菌効果2)EG
, EG 1mg/mL , EG 0.5シャーレ試験では を 量で培地に添加した場合に抗菌活性が得られたため を

～ 乾土 国頭マージ 量で混和処理して青枯病菌に対する効果を検討したが いずれの量で5.0mg/g ( ) ,
も抗菌活性は認められなかった。そこで の方法を一部改変した手法を用いて, Hiradate . (2005)et al
検討した。

Gc 15mg/ 1g(1.5ton/10a ), Gc 15mg / 1g, Gc試験区は① 乾燥物 乾土 相当量 ② 乾燥物 抽出液 乾土 ③

15mg / 1g, EG 1.0, 2.5, 5.0mg / 1g, 5 ,乾燥物抽出残渣 分 乾土 ④ 【 】 乾土 ⑤コントロールの計 区を設け

区 反復で行った。方法は下記の手順に従った。1 2
(1) 10g :2.5cm, 10cm) , 100μL乾土 （国頭マージ）を平底試験管（直径 高さ に入れ 青枯病菌液

を添加して良く混和した。(10 cfu/mL)4 5～

混和後 乾燥物と抽出残渣の処理区は乾燥物を土と良く混和させた。抽出液の処理区は乾燥物(2) ,
抽出液を三角フラスコに入れ ℃の乾燥機内で溶媒を留去した後に滅菌した 含寒天液, 30 0.75%

℃ に溶解させた。また の処理区は 滅菌した 含寒天溶液に所定量の を溶解さ(40 ) , EG , 0.75% EG
せた。

平底試験管に ％含寒天液 ℃ を分注して 良く混合させた後 アルミホイルで口を(3) 0.75 20mL (40 ) , ,
閉じた。

℃で 日間静置培養した後 希釈平板法により青枯病菌密度を調査した。(4)28 7 ,

結 果
の抗菌活性をペーパーディスク法により と比較したところ 青枯病菌に対する1) EG Streptomycin ,

S. scabies活性は の約 であった また そうか病菌に対する活性は菌種間で異なりStreptomycin 1/40 , ,。

S. acidiscabies S. turgidiscabiesに対する活性は約 で に対する活性は約 であった。 の1/300 , 1/30 EG
に対する抗菌活性は 日後には消失した（表 。5 1）

を 乾土 で添加した土壌からは青枯病菌は検出されなかった。また 乾燥物および乾2) EG 5mg/ 1g ,
燥物抽出液で処理された土壌からは青枯病菌は検出されなかったが 抽出残渣を処理した土壌か,
らは青枯病菌が検出された(表 )。2

に含まれるポリフェノール含量を 法により定量した結果 乾燥物 没3) Gc Folin-Denis , 2.4g/Gc 100g（
食子酸換算）であった。この結果と 乾燥物 乾土 で青枯病菌に対する殺菌効果が得らGc 15mg/ 1g
れたことを考えあわせると のポリフェノールで殺菌効果が得られたことになるが 実際, 0.36mg ,
には の が必要であった。5.0mg EG



考 察
のジャガイモそうか病菌への活性について調査した結果 は に対して抗EG , EG S. turgidiscabies

菌活性を示さなかった。また の改変手法を用いて の土壌中における青枯, Hiradate .(2005) , Eget al
病菌の殺菌効果について検討した結果 のみでは 地上部の土壌混和処理による青枯病殺, EG , Gc
菌効果について説明することができなかった。以上の結果から 地上部の土壌混和処理による, Gc
青枯病や放線菌病の防除効果は 単独によるものではなく 複数のポリフェノール系抗菌成分, EG ,

, , , Gcの相互作用によって得られるものと推察された。今後 他の抗菌成分を同定・定量し さらに

に含有される抗菌成分の定量結果に基づき の改変手法による青枯病菌殺菌効, Hiradate .(2005)et al
果を検討することによって その病害防除作用メカニズムの詳細が解明されるものと考えられ,
た。また は 個々のフェノール性酸は単独では植物生育阻害活性は低いが 混合, Blum .(1985) , ,et al
物となることで相乗効果を現すという仮説を提唱していることから 上記件が解明されることに,
よってフェノール性化合物のアレロケミカルとしての意義が証明されるものと考えられた。

また， ( ) は マメ科植物のムクナ（ ）に含有され 植物に対Furubayashi . 2007 , ,et al Mucuna pruriens
して強い生育阻害活性を示す は 土壌中では吸着反応や変換反応などによってその生理L-DOPA ,

。 ，活性を失うことを明らかにした は と同様なカテコール構造を有していることからEG L-DOPA
, ,上記作用により土壌に直接混和処理した場合 不活性化されるものと推察された。さらに

( )の改変手法により を処理することによって青枯病菌への殺菌効果が得らHiradate . 2005 EGet al
れたことや乾燥物抽出液の土壌処理によって青枯病の防除効果がポット試験で確認された こと

5)

などから アメリカフウロに含有される成分には 寒天と同様に の土壌中での吸着反応や変換, , EG
反応を抑制させるような成分が存在することが示唆された。

, ,植物のアレロパシーを利用した土壌病害防除技術に関する報告は少ない。そのため 今後
本作用を活用した土壌病害防除法に関する報告が増えてくることが考えられるが 本技術に,

アレロフミ該当する名称が世界的にも見当たらないため 本技術の名称を （, Allelofumigation
）という新たな概念の土壌病害防除技術として提案していきたい。ゲーション
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表1　Etyl gallate（EG)とStreptomycin(St) の抗菌活性の比較

供試量  R. solanacearum    S. scabies   S. acidiscabies S. turgidiscabies
EG St EG St EG St EG St

1μg - - - 2.6 - - - 2.2
10μg - 2.5 - 3.7 - 1.7 - 4.0

100μg - 3.5 - 4.6 - 3.0 2.3*2) 5.0
200μg 1.81) - - 3.1*
300μg 2.0 2.9 2.3 3.4*
400μg 2.4 3.2 2.5 3.6*
500μg 2.8 3.4 2.7 3.8*
1000μg 3.5 4.0 3.6 5.6 3.2 4.5 4.1* 6.2

1)数値はペーパーディスク周辺部に見られる阻止円直径(cm)を示す。
2)5日後には活性が消失したことを示す。

表2　Hiradate et al .(2005)の改変手法によるEthyl gallateの
　　土壌中における青枯病菌殺菌効果

処理 量 cfu/1g dry soil
乾燥物 1.5ｔon/10a換算量 0
抽出液 1.5ｔon/10a換算量 0

抽出残渣 1.5ｔon/10a換算量 3.9×103

Ethyl gallate 1.0mg/1g dry soil 1.1×103

2.5mg/1g dry soil 1.7×103

5.0mg/1g dry soil 0
コントロール 5.7×103


